
2014 年 6 月 14 日	
 

日本教育行政学会会員各位	
 

第 49 回大会実行委員会	
 

委員長	
 佐々木	
 幸寿	
 

	
 

日本教育行政学会第 49 回大会のご案内	
 
	
 

拝啓	
 会員の皆様には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。	
 

	
 

	
 さて、日本教育行政学会第 49 回大会をきたる 10 月 10 日〔金〕から 12 日〔日〕の

三日間、国立大学法人東京学芸大学を会場に、下記の要領で開催させていただくこと

となりました。	
 

	
 大会二日目の午後には公開シンポジウム「高等教育政策と教員養成の『高度化』を

考える」を開催いたします。シンポジストとして、民主党政権において文部科学副大

臣を務められた鈴木寛氏、大阪教育大学学長の栗林澄夫氏、仙台白百合女子大学学長

の牛渡淳会員をお迎えし、教育行政施策の立案と展開の具体的プロセスを教員養成を

含む高等教育の政策と行政の文脈の中で捉え、議論を深める場としたいと考えており

ます。大会三日目の午後には、いずれも仮題ですが、「Ⅰ	
 教育行政における民主性

と専門性	
 —『共同統治』を視野に入れて」、「Ⅱ	
 教育行政の過程・手法の現代的変

容	
 —社会教育行政における『官民』再編」という二つの課題研究発表が予定されて

います。	
 

	
 自由研究発表は二日目（11 日〔土〕）及び三日目（12 日〔日〕）のそれぞれ午前中

に設定させていただきました。是非、会員各位の日頃の研究の成果を持ち寄っていた

だき、教育行政研究の交流と活性化を図る機会としていただきたく存じます。	
 

	
 また今年度大会では、前年度大会に引き続き、大会一日目の 10 日〔金〕の夕方に

特別企画として、「地方教育行政組織改革と『共同統治』」と題する対話と交流の場が

設定されます。現在坪井由実会長を中心に準備を進めていただいております。詳細は

大会プログラムでお知らせする予定です。	
 

	
 

	
 何分にも不慣れゆえ、十分に行き届かない点も多々あろうかと存じますが、実行委

員会一同、多くの会員のご参加を心よりお待ち申し上げております。	
 

	
 

敬具 
	
 

記	
 

	
 

１	
 期日	
 2014 年 10 月 10 日〔金〕〜12 日〔日〕	
 

	
 

２	
 会場	
 国立大学法人	
 東京学芸大学（東京都小金井市）	
 

	
 

３	
 会費	
 ①大会参加費（『発表要旨集録』代を含む）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 正会員・臨時会員 5,000 円	
 学生会員	
 3,000 円	
 

	
 	
 	
 	
 	
 ②懇親会費（参加は任意です）	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 正会員・臨時会員 5,000 円	
 学生会員	
 3,000 円	
 



	
 

４	
 大会日程	
 

【10 月 10 日〔金〕】	
 

13:00〜15:00	
 年報編集委員会、国際交流委員会、研究推進委員会	
 

15:15〜17:00	
 全国理事会	
 

17:10〜19:00	
 特別企画「地方教育行政組織改革と『共同統治』」	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＊詳細は後日、大会プログラムでお知らせいたします。	
 

	
 

【10 月 11 日〔土〕】	
 

	
 9:00〜12:00	
 自由研究発表	
 

13:00〜16:00	
 公開シンポジウム	
 （本案内の末尾もご覧下さい）	
 

16:15〜17:15	
 総会	
 

18:00〜20:00	
 懇親会	
 

	
 

【10 月 12 日〔日〕】	
 

	
 9:00〜12:00	
 自由研究発表	
 

13:00〜16:00	
 課題研究発表Ⅰ及びⅡ	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 ＊詳細は後日、大会プログラムでお知らせいたします。	
 

	
 

	
 

５	
 今後の主なスケジュール	
 

	
 

自由研究発表の申込み：下記７を参照下さい。	
 

『大会プログラム』の送付：およそ８月下旬を予定しています。	
 

＊大会プログラムと同時に、大会参加確認のハガキを送付いたします。大会への出

欠、総会委任状〔大会欠席の場合〕、お弁当の申込み（詳細調整中）をお知らせい

ただきます。	
 

	
 

『発表要旨集録』掲載原稿の提出締切：８月 10 日（日）を予定しています	
 

＊発表要旨集録掲載原稿の執筆要領等につきましては、発表申込みの受領確認後に

大会実行委員会よりご連絡を差し上げます。	
 

	
 

	
 

６	
 大会参加のための宿泊等について	
 

	
 

	
 大会参加のための交通機関及び宿泊のご手配は、会員各自でお願いいたします。

大会実行委員会ではあっせんをいたしません。	
 

	
 会場の東京学芸大学の最寄り駅は JR 中央線	
 武蔵小金井駅または国分寺駅です。	
 

	
 	
 

＊東京学芸大学へのアクセスについてはこちらを参照下さい。	
 

	
 

http://www.u-gakugei.ac.jp/access/ 
	
 

	
 	
 



７	
 自由研究発表の募集	
 

	
 

	
 下記の要領で自由研究発表を募集します。発表は本学会の会員としての資格を有す

る方に限定します。奮ってご応募下さい。	
 

	
 発表をご希望の方は、2014 年 7 月 18 日（金）までに、下記の要領で電子メールに

てお申し込み下さい。申込み締切り後、一週間程度で確認のメールをお送りさせてい

ただきます。	
 

	
 なお発表の日時についてはご希望を承ることができません。発表の日時について実

行委員会から相談を差し上げる場合があります。	
 

	
 

＜発表時間＞	
 

	
 個人研究発表	
 発表 20 分、質疑 5分（計 25 分）	
 

	
 共同研究発表	
 発表 40 分、質疑 10 分（計 50 分）	
 

＊口頭報告者が一人の場合は個人研究発表としてお申し込み下さい。	
 
	
 

	
 

メール件名は「自由研究発表・申込者氏名」として、	
 

以下の事項をメール本文に記載して下さい。	
 

	
 
	
 

申込みメールアドレス	
 jeas49.tgu@gmail.com 
申込み締切りは 7 月 18 日（金）です。	
 

	
 

＊なお電子メールを使用されていない会員の申込みは郵送で受け付けます。上記の事

項を任意の用紙に記載し、この大会案内末尾の大会実行委員会宛に 7月 18 日（金）

必着で郵送して下さい。	
 	
 

１	
 発表者氏名（所属） 
＊共同研究の場合は全員の氏名（所属）を記し、口頭発表者の氏名の前に○

を付して下さい。 
＊大学院生の場合は「所属・院生」と記して下さい。 
	
 例	
 佐々木幸寿（東京学芸大学大学院・院生） 

 
２	
 発表題目 
 
３	
 発表時に使用を希望する機器 
	
 ＊用意できない機器があった場合には連絡させていただきます。 
 
４	
 連絡先（共同研究の場合は発表責任者一名の連絡先） 
・住所 
・電話 
・電子メールアドレス（後日、『発表要旨集録』原稿作成のためのフォーマッ

トを電子データで送付させていただく予定です。添付ファイルの受信に制約の

強いアドレスは避けて下さい。） 



	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

公開シンポジウム  
  

2014年 10 月 11日〔土〕   午後 1時から４時  

「高等教育政策と教員養成の『高度化』を考える」  

—―政策形成力学と日本の「大学における教員養成」—―  

  

  

提案１：  鈴木     寛  
            （元・文部科学副大臣、現在：東京大学・慶應義塾大学）  

「教員養成の高度化をめぐる政策形成力学」  
  

提案２：牛渡   淳   （仙台白百合女子大学・学長）  

「教員養成改革の日本的構造」  
  

提案３：栗林澄夫   （大阪教育大学・学長）  

  
  

＊提案のタイトルはすべて仮題です。  

  

   〔コーディネーター〕  

      岩田康之（東京学芸大学）・福本みちよ（東京学芸大学）  

  

＜日本教育行政学会第 49 回大会	
 連絡先＞	
 

〒184-8501	
 東京都小金井市貫井北町 4-1-1 東京学芸大学	
 

総合教育科学系	
 佐々木幸寿研究室内	
 

日本教育行政学会第 49 回大会実行委員会事務局	
 

TEL/FAX	
 042-329-7347	
 

E-mail	
 jeas49.tgu@gmail.com	
 


